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令
和
元
年
度
決
算
を

議
会
が
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
！

9
月
定
例
会
の
主
役
は
、「
決
算
」。

議
会
に
与
え
ら
れ
た
検
査
権
を
使
い

事
務
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

9
月
定
例
会
で
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員

会
で
、
令
和
元
年
度
の
決
算
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
「
決
算
審
査
」
は
、
前
年
度
の

予
算
が
目
的
に
そ
っ
て
適
切
に
使
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
審
査
し
、
改
善
や
要
望
を
市

に
伝
え
、
今
後
の
予
算
や
事
務
執
行
に
つ
な

げ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
委
員

会
に
地
方
自
治
法
第
98
条
１
項
（
19
ペ
ー
ジ

「
教
え
て
議
会
ワ
ー
ド
」
に
記
載
あ
り
）
の

事
務
検
査
権
が
付
託
さ
れ
、
一
部
事
務
書
類

の
原
本
を
閲
覧
し
、
審
査
し
ま
し
た
。
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 一般会計歳出総額356億 5,877万円のまちづくり

９
月
定
例
会
が
開
会

令
和
元
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
る
ま
で

市
が
決
算
書
や
資
料
を
作
成

令
和
元
年
度
事
業
が
終
了

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
監
査

7 月　　5 月　　4 月 

本
会
議
採
決
（
決
算
を
認
定
）

令
和
元
年
度
決
算
議
案
を
市
長
が

議
会
に
提
出
し
説
明

出納閉鎖期間：光熱
費など翌月請求分の支
払のための整理期間。

9/30　　

出
納
閉
鎖
期
間

カイ
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予算決算常任委員会で決算審査

① 
総
務
文
教
所
管
分
の
審
査

② 
民
生
産
建
所
管
分
の
審
査

③ 

課
題
の
整
理
（
委
員
間
討
議
）

④ 

総
括
（
委
員
会
採
決
）

審
査
報
告
書
の
作
成

9/11　　

本
会
議
で
質
疑
、
そ
の
後
委
員
会

へ
付
託

3/319/1　　

１
職員の働き方改革は…

職員定数が削減されていく中、業務量と事業数の肥大化によっ
て時間外勤務が増えている。業務の効率化と管理システムの導
入によりどこまで効率化が図られていくのか。

勤怠管理システムの導入や職員の時間内業務の意識化で、慢性的な時間外勤務は解

消されるのか？

業務に優先順位をつけたり業務の情報化に努めています。また、心の疲弊を起こさ

ないよう体調管理は勿論のこと月 80時間を超える職員には産業医による面接を行

い、相談員の配置も行っており、対策をとっております。

業務量と職員定数のバランスを図る一方で、予算規模とのバランスを考える必要が

あるのではないか？

これまでの計画策定時にあった時代背景とは若干変わってきており、指摘されるバ

ランスを考えるうえで市民サービスを縮小しないよう十分考慮したうえで、今年度

策定の計画に反映していきます。

【審査意見】

働き方改革を推進する中で、月 100時間を超える時間外勤務をしている職員が一定数あ

る。特に全体を管理すべき企画総務部職員課が慢性的な時間外勤務をしている状況であ

り、市における働き方改革を成功させるためにも、職場の実態把握と将来の財政規模を

見据えた事務事業の精査を行い、適正な職員数及び配置での行政運営ができるよう第４

次丹波市定員適正化計画を策定する中で、体制整備を進められたい。

２
適正な事務手続きを！！

保育所運営費負担金の申請事務で、概算請求の際、保護者負担金を
半年分無償化で算出すべきところ、1 年分無償化として概算請求さ
れていた。国や県に対し、億単位の返還が必要となった。

このようなミスはなぜ防ぐことができなかったのか？また、発覚後議会への報告が

なかったが？

保育所運営費の負担金は、翌年度に精算する方式であり、過払いがあれば返還し、

不足金があれば追給する仕組みですが、誤って 1年間無償化として過大に請求して

おりました。今後は、概算請求の際にも正確に試算するよう努め、事務ミスが発覚した際

は、適切な時期に議会にも報告を行います。

【審査意見】

保育所運営費負担金について、報告の誤りにより、令和２年度に国県に対して億単位の返

還が必要となることが判明した。予算上の影響もさることながら、市の法令遵守の姿勢に

対する不信感につながることから、正確な事務執行の徹底と議会への適時適切な報告を求

める。

３
補助金申請のルールが厳格になった結果は？

補助金不正受給問題を受けて、令和元年 4 月から補助事業の事務処理
方針（共通編）にそってルールが厳格化された。その結果、申請事務
手続きが煩雑になるなど、市民活動に大きな影響を与えた。

ルールが厳しすぎるとの市民の声は届いているか？補助の目的や事業の内容などに

よって、事務処理方針を見直すことはできないか？

10月から各部署へヒアリングを行い事業内容や目的を精査しながら、年度内に事務

処理方針を見直します。

【審査意見】

補助金の交付に関するルールが厳格化されたことにより、老人クラブの減少をはじめとす

る各種補助制度の申請件数の減少など、市民や事業者の自主的な活動促進に停滞や萎縮を

招いている傾向がある。一律にルールを適用するのではなく、補助金の透明性を確保しつつ、

それぞれの補助制度の目的や性格に適応した手続きとなるよう規則及び運用の見直しを図

られたい。

委員会で出た主な質疑

問

答

問

答

問

答

問

答

と審査意見

カイ

　　　セツ　　
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28
日
に
開
催
し
た
予
算
決
算
常

任
委
員
会
に
お
い
て
、
車
検
切
れ

の
公
用
車
が
業
務
で
使
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
重
大

な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
で
あ

り
ま
す
。
30
日
開
催
の
本
会
議
で

は
、
議
員
発
議
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
徹
底
と
職
場
風
土
の
改
善

に
つ
い
て
の
動
議
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
提
案
説
明
、
質
疑
、
討
論

を
行
っ
た
結
果
、「

全
会
一
致

で
」
決
議
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

決
議
書
全
文
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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４
バス路線再編に伴う利用増進施策について

５ 多額の不用額が生じたことについて

令和元年度決算において、多額の不用額が生じている。これまでの決算審査にお

いても不用額が多額であることを再々指摘してきた。限られた予算を有効に活用

すべきである。
適正に年度内執行できるように努めてまいります。事業内容の変更が生じた場合などは、
所管の常任委員会に報告いたします。

【審査意見】

ここ数年、多額の不用額が生じている。このことは当初計画した事業が予定通り進捗し

なかったことを意味するものであり、市民の要望に応えるためにも、年度の途中でこう

した実態を把握し補正予算を編成するなど、限られた財源を有効に活用されたい。また、

工事に関しては、入札後すみやかに工事費を把握するなど不用額縮小へ向けた有効な対

応を図るとともに令和元年度は災害復旧費の繰越事業において多額の不用額が生じてい

ることから、所管の常任委員会への報告など十分な対応が必要である。

路線バス乗車券購入助成金と路線バス通学定期券購入補助金の利用が少なかった

のはなぜか？
事業実施段階で、すでに通学方法を決められていたことや、制度の周知不足が原因と考
えます。

予算と実績にこれほどまでに大きな乖離が生じたのは、予算編成時にニーズの把

握が十分にできていなかったのではないか？
ニーズ把握と制度周知の努力が足りなかったと考えます。公共交通施策は重要であると
認識していますので、ご意見を次年度以降の予算編成の参考とさせていただきます。

【審査意見】

路線バス乗車券購入助成金及び路線バス通学定期券購入補助金について、予算に対して

執行率が著しく低く、制度設計において市民ニーズを的確に把握し、十分な検討がなさ

れたのか疑問が残る。公共交通施策は市の重要施策の一つであり、配当された予算が市

民に有効に活用されるよう事業を検証されたい。

不用額…歳出予算の執行の結果として使用する必要のなくなった額。不用額が生ずる理由
としては、事業規模の縮小や中止、積算根拠の状況変化によるもの等がある。

当初予算と実際に支出した額とに大きな差がある事業や、決算

全体の不用額カイ

　　　セツ　　
が大きいことを質

ただ

しました！！

問

答

問

答

問

答

市
に
法
令
遵
守
求
め
る
！

カイ
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論点！
ココがギロンの
９
月定例会

公営企業会計である水道

事業から 8,700 万円も

の免除を行うと経営を圧迫す

ることにならないか？

国からのコロナ関係臨時

交付金で対応いたしま

す。市の水道事業会計や一般

財源に影響はないと考えてい

ます。

なぜ、今のタイミング

で水道料金を一部免除

するのか？

当初は、感染症対策の

経済支援としては、緊

急性を感じていませんでした

が、感染症対策の恩恵を受け

ていないと感じる市民の実態

もあります。

　ステイホーム期間中の一般

家庭の水道使用量が２～３％

増えており、これは市民の方

にご協力をいただいた結果、

感染拡大の防止につながった

と考えており、優先度と公平

性を考える中で、このタイミ

ングとなりました。

水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
２
か
月
間
免
除

市
民
生
活
に
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　

９
月
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算

総
額
９
億
６
６
５
９
万
１
千
円
の

一
般
会
計
補
正
予
算
が
編
成
さ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
対
策
や
市
民
生
活
、

市
内
経
済
等
へ
の
影
響
に
対
す
る

支
援
と
共
に
新
し
い
生
活
様
式
に

対
応
す
る
た
め
の
補
正
予
算
で
す
。

　

市
議
会
で
は
、
９
月
17
日
に
開

催
し
た
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で

慎
重
に
審
査
し
、追
加
日
程
と
な
っ

た
翌
18
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
水
道

事
業
会
計
を
含
む
２
つ
の
事
業
会

計
と
８
つ
の
特
別
会
計
に
つ
い
て

も
同
様
に
可
決
し
て
お
り
ま
す
。

この事業の狙いは？

イベント等が中止になり、農作物の対

面販売が減少した農業者が、非対面の

販売方法に取組むことへの支援です。

同じ人が何度でも申請できるのか？

１業者 1回限りです。

新型コロナウイルス感染症対策でインターネット販売や個人宅配等の非対面による販売に取り組む

者に、宅配に係る配送料の一部を助成します。

インターネットでの農作物販売を支援します！！

対象経費の２分の

１以内（上限 15

万円）で支援して

もらえるよ！

感染症対策は、

まず手洗いか

ら！！

たんば共通商品券等を配

布する方が市民生活の支

援につながらないか？

非接触・非対面に適した

キャッシュレス決済を推

進するため提案するものです。

鉄道利用以外にデマンドタク

シーなどでの利用も出来るよ

う進めていきます。商店利用

は限られますが、市民のみな

さんの新しい生活様式を推進

する取組みと考えています。

■７月臨時会・９月定例会
　

こ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
Ｉイ

コ

カ

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ

利
用
促
進
事
業
補
正
予
算
は
、
前

回
の
７
月
臨
時
会
で
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
臨
時
会
で
は
中
学
生
・

高
校
生
及
び
65
歳
以
上
の
み
な
さ

ん
を
対
象
者
と
し
て
提
案
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
目
的
が
不

明
瞭
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
全
市

民
が
対
象
者
で
な
い
な
ど
福
祉
的

観
点
な
ど
の
課
題
を
議
会
が
指
摘

し
、
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
配
布
対
象

を
全
世
帯
と
し
て
、
再
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

Ｉイ

コ

カ

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
全
世
帯
配
布
へ

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
・
新
し
い
生
活
様
式

公共交通の

利用促進と

キャッシュレ

スで新しい生

活様式を

自治協議会によりオンライン環境に差があるのではと考えるがどのように考え

ているのか？

各自治協議会により環境整備に差があるのは認識しています。その水準を一定

まで引き上げることを目指します。

災害等にも活用できるようにするには、手上げ方式ではなく、全自治協議会の

オンライン環境を一様に整備すべきではないか？

災害等への活用は副次的なものと考えており、まずは環境整備のための備品購

入補助として行います。

環境整備後、活用についてのサポートはあるのか？

支援します。なお、導入にあたって環境改善の内容や活

用方法についてサポートします。

感染症拡大防止のため、地域で一堂に集まることが困難な状況において、オンライン環境の

整備支援で、つながりや学習の機会を維持します。

地域づくりもオンラインで継続活動を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

つ
な
が
り
ま
し
ょ
う
！

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

ICOCA を債権とみれ

ば議会の議決は必要な

いのでは？議決を必要とする

2,000 万円以上の物品購入と

考える根拠は何か？

「債権」の購入か「物品」

の購入になるかは事業の

性質で判断すべきと考えてい

ます。今回は市民のみなさん

に配布する「物品」とするた

め議決が必要と考えています。

問

答

問

答
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ギ
ロ
ン
の
論
点

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

ギ
ロ
ン
の
論
点

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

９
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点  

議
案
審
議
結
果

調
査
報
告

調
査
報
告

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

一
般
質
問

請
願
審
査

お
知
ら
せ

議
会
ワ
ー
ド

　丹波市においては、農業者の高齢化や担い手の減少等、農業を取り巻く環境は厳しい状況

が続いている。

本委員会では、令和２年３月から令和２年８月までの６ヵ月にわたり農業振興に関する事項

について、所管事務調査を行ってきた。

　市は、「丹波市農業・農村振興基本計画」を指針として、魅力ある農村社会の構築と攻めの農業展開を

進めてきたが、環境循環型農業の推進、獣害対策・丹波市ブランド化の推進等の施策の展開が進んでい

ないと感じる、また、協議の過程の透明化が必要であるなどの意見が出た。

「丹波市農業・農村振興基本計画」は平成 28年から 10年の計画であり、次年度には見直される予定で

あることから、見直しに当たっては次の点を検討していただきたい。

（１）農村・農業振興基本計画の基本理念では「丹波市ブランドを活かした元気な農業・

農村づくり」を掲げその実現に向けて７つの課題テーマを設けている。

　その中でも、環境創造型農業の推進では市島有機センターの施設のあり方や剪定枝の

堆肥化の検討等有機農業の普及への基盤作り、獣害対策では有害鳥獣対策協議会の機能

強化や鳥獣防止柵設置補助の拡充の検討等を具体的に進めるために、基本計画に「農業

戦略室の設置」を追記することが必要である。

　７つの課題テーマを達成し、丹波市の農業を基幹産業として発展させるために「農業

戦略室の設置」を検討されたい。

（２）丹波市の農業・農村振興のために関係機関が結集し、一体的な指導性を発揮する

ことを目的として丹波市農業農村振興協議会を設置されている。しかしながら、数年に

わたり会議は開催されておらず、その機能が発揮されていない。

　協議会が定期的に開催され、関係者間で情報共有、意見交換が行われることで農業者

や農業者団体、農業関係機関と連携を図りながら戦略的に各種施策を展開できるものと

考える。

　そのためには「丹波市農業農村振興協議会設置要綱」の見直しを検討されたい。

　

民
生
産
建
常
任
委
員
会
で

は
、
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

所
管
事
務
調
査
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
農
業
振
興
に
つ
い

て
、
担
当
部
か
ら
の
聞
き
取

り
や
農
業
委
員
会
と
の
懇
談

を
通
じ
て
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
調
査
結
果
を
委
員

会
の
場
で
市
執
行
部
に
報
告

い
た
し
ま
し
た
。

委員会での報告事項

今 年 １ 月 に 開 催 し た 農 業 委 員 会 と の 懇 談 の 様 子

農
業
振
興
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

所
管
委
員
会
で
調
査
を
実
施

議
案
の
審
議
結
果

賛否が分かれた議案と審議結果 

議　　　案　　 結　果
賛　

成

反　

対

小
川
庄
策

渡
辺
秀
幸

大
西
ひ
ろ
美

近
藤
憲
生

山
名
隆
衛

大
嶋
恵
子

吉
積　

毅

広
田
ま
ゆ
み

小
橋
昭
彦

谷
水
雄
一

垣
内
廣
明

太
田
一
誠

太
田
喜
一
郎

藤
原　

悟

須
原
弥
生

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

奥
村
正
行

前
川
豊
市

林　

時
彦

令和元年
度決算の

認定

一般会計 認定 16 2 ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 退 ○ ○ ⃝ ⃝ ○ ○ ‐

国民健康保険特別会計事業

勘定
認定 16 2 ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 退 ○ ○ ⃝ ⃝ ○ ○ ‐

介護保険特別会計保険事業

勘定
認定 16 2 ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 退 ○ ○ ⃝ ⃝ ○ ○ ‐

後期高齢者医療特別会計 認定 16 2 ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 退 ○ ○ ⃝ ⃝ ○ ○ ‐

条例改正 手数料条例 原案可決 17 2 ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ⃝ ○ ○ ⃝ ⃝ ○ ○ ‐

契約の締結
交通系ＩＣカードＩＣＯＣ

Ａ購入※７ページに掲載
原案可決 17 0 退 ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ‐

請願
農民の権利の法制化と種苗

法の改正に関する請願
採択 15 4 ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ⃝ 〇 ‐

意見書
農民の権利の立法化と種苗

法一部改正に関する意見書
可決 15 4 ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ⃝ 〇 ‐

撤回

（7 月臨時会）
一般会計補正予算（第６号） 承認 18 1 ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ‐

※○は賛成、●は反対、退は退席、 は賛成・反対討論を行った議員。委員会と賛否が異なる場合は、委員会採決も掲載しています。
※太田喜一郎議員は、議会選出の監査委員。

全員賛成で可決した議案

■議案の審議結果

議　　　案　
契
約
の
締
結

小中学校タブレットパソコン購入

小川小学校東校舎大規模改造工事請負

予
算 一般会計補正予算（第６号）

７月臨時会

議　　案

令
和
元
年
度
決
算
の
認
定

国民健康保険特別会計直診勘定

介護保険特別会計サービス事業勘定

訪問看護ステーション特別会計

地方卸売市場特別会計

駐車場特別会計

看護専門学校特別会計

農業共済特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

令
和
２
年
度
補
正
予
算

一般会計予算（第７号）

国民健康保険特別会計事業勘定

国民健康保険特別会計直診勘定

介護保険特別会計保険事業勘定

後期高齢者医療特別会計

訪問看護ステーション特別会計

看護専門学校特別会計

地方卸売市場特別会計

駐車場特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

条
例
改
正

税条例

学校等整備基金条例

９月定例会

議　　　案　

人
事
案
件

人権擁護委員の候補者の推薦（12名：

任期３年）

契

約

の

締
結 中型ノンステップバス車両購入

規
約
の
変
更

に
係
る
協
議

丹波市・一部事務組合公平委員会設置

そ
の
他

字の区域変更及び字の廃止

市道路線の認定（北太田青田線）

市道路線の変更（谷川青田線）

市道路線の廃止（青田東西線）

意
見
書

新型コロナウイルス感染症の影響に伴

う地方財政の急激な悪化に対し地方税

財源の確保を求める意見書

決
議

事務検査に関する決議

重ねてコンプライアンスの徹底と職場

風土の改善を求める決議※５ページに

掲載

可決
全員賛成で

９月定例会
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ココが聞きたい！一般質問

テーマは自由

質問する内容は、議案

とは関係なく議員が自

由に決め、「通告書」に

書いて締切日までに提

出します。

制限時間は60分

一人あたりの制限時間

は、市からの答弁も含

め 60 分です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前にホー

ムページに掲載。また、

傍聴者には、質問要旨

をお渡ししています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

一般質問は、議員個人が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直

接求めることができる唯一の機会です。自由なテーマで疑義を質（ただ）しま

す。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

 

だ
い
実
施
し
ま
す
。
美
和

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、

小
学
校
体
育
館
の
利
用
も

含
め
て
協
議
を
開
始
し
ま

す
。
竹
田
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
は
、
早
急
に
改
善

を
協
議
し
ま
す
。

支
所
機
能
と
市
島
支
所

の
在
り
方

現
在
の
市
島
支
所
の

場
所
に
複
合
機
能
拠

点
の
建
設
を
検
討
す
べ
き

だ
。

支
所
の
行
政
機
能
と

住
民
セ
ン
タ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
、
防
災

面
を
統
合
し
た
一
体
的
機

能
の
発
揮
と
既
存
の
商
業

施
設
や
金
融
機
関
と
い
っ

た
生
活
便
利
機
能
が
同
じ

ゾ
ー
ン
内
に
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

旧
遠
阪
小
の
無
償
貸

付
の
提
案
説
明
は
何

だ
っ
た
の
か
、
話
が
違
う
。

全
く
疑
問
を
持
た
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
一
抹
の
不
安
が
あ
っ

た
。
将
来
面
倒
に
な
り
そ

う
で
も
決
裁
し
ま
し
た
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
市
政

運
営
を
ど
う
思
う
の
か
。

三
顧
の
礼
で
迎
え
た

担
当
の
余
田
元
理
事

は
実
に
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想

の
持
ち
主
で
、
市
の
魅
力

を
掘
り
起
こ
し
情
報
発
信
、

Ｐ
Ｒ
に
貢
献
し
て
く
れ
ま

し
た
。4

年
間
の
自
己
評
価

70
点
は
あ
ま
い
。

辻
前
市
長
と
同
じ

点
数
を
つ
け
ま
し

た
。

管
理
職
が
市
長
に
対

し
て
思
っ
て
い
る
事

の
レ
ポ
ー
ト
の
資
料
請
求

が
不
開
示
と
な
っ
た
と
聞

く
。
氏
名
、
役
職
を
黒
塗

り
に
し
て
で
も
出
す
べ
き

だ
。

内
容
は
、
業
務
量
が

増
え
た
、
あ
れ
も
こ

れ
も
手
を
つ
け
す
ぎ
、
本

音
を
言
え
な
い
な
ど
で
し

た
。
他
に
は
出
さ
な
い

本
音
で
書
い
て
ほ
し
い
と

言
っ
て
96
人
の
提
出
で
す
。

命
に
か
け
て
も
出
せ
な
い
、

棺か
ん
お
け桶
ま
で
持
っ
て
い
き
ま

す
。

吉
見
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
の
ト
イ
レ
改

修
、
美
和
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
の
倉
庫
等
の
環
境
改
善
、

竹
田
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

の
危
険
箇
所
の
改
善
を
求

め
る
。施

設
の
老
朽
化
や
市

有
で
な
い
施
設
を
使

用
し
て
い
る
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
を
預
か
る
環
境
は

一
律
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

指
摘
の
箇
所
に
つ
き
ま
し

て
は
、
吉
見
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
補
正
予
算
が
可
決
し

答 問

答

問 管
理
職
か
ら
市
長
へ
の
要
望
の
開
示
を

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
施
設
環
境
改
善
を

答

答

過
ご
し
や
す
い
環
境
を
実
現
す
べ
く
、
改
修

す
る
べ
き
所
は
、
随
時
対
応

命
に
か
け
て
も
出
せ
な
い
、
棺

か
ん
お
け桶

ま
で
持
っ

て
い
く
。

答

奥
おくむら

村正
まさゆき

行議員

問答

管理職対象レポート用紙

吉見アフタースクールのカー
テンで隠すトイレ

問

山
や ま な

名　隆
たかえい

衛  議員

奥
おくむら

村　正
まさゆき

行  議員

問答

今回は

18人の議員が
一般質問を行い

ました！

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

山
名
隆
衛

奥
村
正
行

渡
辺
秀
幸

小
橋
昭
彦

藤
原
　
悟

須
原
弥
生

西
脇
秀
隆

垣
内
廣
明

太
田
喜
一
郎

近
藤
憲
生

太
田
一
誠

谷
水
雄
一

大
西
ひ
ろ
美

吉
積
　
毅

西
本
嘉
宏

広
田
ま
ゆ
み

大
嶋
恵
子

小
川
庄
策

問答

広
報
広
聴
委
員
会
か
ら
の

調
査
報
告

❶    広報活動について
◎一般質問の原稿の作成と差し込み画像の提出を質問議員自身がその責任において行っ

ている。市民から異論の出る写真や、著作権の問題が生じる画像が掲載されないように

編集方針を基として原稿作成にあたるよう更に注意喚起すべきである。

◎読者モニター会議カイ

　　　セツ　　

は議会広報紙に対する若い世代の声を取り入れるため開催してき

た。過去３年間で市内３高校での開催が一回り終了したが、高校生を対象とした継続的

な実施は必要であると考える。 ❷    広聴活動について［市民との意見交換会の企画立案に関すること］
◎子育て世代に限らず女性や若い世代の方に参加していただくための方策として、「子育

てテーマ」にプラスした若者や女性が興味を持つ特化したテーマの検討と、開催ＰＲ及

び案内文書の配布先等についても検討すべきである。

❸    コロナ禍での対応について
◎コロナウイルスの収束が見えてこないなか、３密を防ぐなど感染拡大防止対策を考慮

した取材活動や市民との意見交換会・読モ会議の開催検討が必要である。

今 後 課 題の

❶    広報活動について[議会広報紙の編集に関すること] 
　広報広聴委員会では、次の４点の工程を原則として編集作業を行った。①初回の委員

会で、表紙・特集ページ等の企画案の協議、編集スケジュールの確認、レイアウト案の

確認・協議・役割分担を行う。②２回目と３回目の委員会で、各コーナーにおける掲載

項目の選定、原稿の読み合わせを行う。③閉会後に行う４回目の委員会で最終校正を行い、

定例会終了後の翌月発行に間に合うよう印刷業務を業者委託する。④刷り上がった広報

紙を市内に全戸配布し、更に多くの人に読んでもらえるよう、コンビニ、市内公共施設、

高校、商工会等にも配布する。

　また、編集方針として当委員会で重視したのは次の３点である。①ターゲットを 30

代から 40代までの子育て世代の女性に絞ること。②５分で読破できる議会だよりを目

指すこと。③常に読者目線を忘れないこと。議会広報紙は、一般的に内容も難しく堅苦

しいイメージがある。市議会として市民に対してお知らせするという義務的な要素は当

然であるが、まずは、手に取って読んでもらうことを重視し、この３点を編集方針の柱

とした。

❷    広聴活動について［市民との意見交換会の企画立案に関すること］
　市民の意見交換会に対する敷居をいかに低くし、だれもが参加しやすい雰囲気づくり

に努めるかについて、重点的に見直しを行った。平成 30年度、「議会報告会」から「市

民との意見交換会」に名称を変更したことから、議会からの報告よりも議員が市民の生

の声を聞く場としての趣旨に重きを置くため、時間配分を見直した。また、子育て世代

や若い世代の参加を促すため、ＰＴＡやこども園、女性団体等にも案内文書を送付する

とともに、テーマを「子育て」に特化したグループをつくり「出入り自由」とするなど、

形式的な部分を改善した。お子様連れの参加者を想定したなかで、各会場とも和室を準

備するなど工夫も行ったことにより令和元年度開催では、女性参加者が前年度対比約 1.5

倍となった。

調  査  の  概  要

読者モニター会議（読モ会議）：議会だよりの紙面について、ご意見を伺うための会議。
カイ

　　　セツ　　

たんばりんぐ　　　2020.10　　63号11 たんばりんぐ　　　2020.10　　63号 10



＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

■一般質問

 

４
年
度
か
ら
廃
止
の
予
定

で
あ
る
が
、
他
事
業
の
見

直
し
状
況
を
見
て
慎
重
に

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

対
象
者
を
要
介
護
１

以
下
に
見
直
す
こ

と
に
よ
り
、
歩
行
等
の
能

力
が
自
立
し
た
高
齢
者
は
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
や
バ

ス
利
用
へ
移
行
す
る
こ
と

で
健
康
維
持
と
公
共
交
通

の
活
性
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
令
和
3
年

度
は
バ
ス
券
と
の
選
択
制

に
す
る
と
同
時
に
デ
マ
ン

ド
お
試
し
券
を
対
象
者
全

員
に
配
布
す
る
緩
和
措
置

を
設
け
ま
す
。

少
人
数
学
級
を
政
府
に

要
請
し
て
い
き
ま
す
。

河
川
災
害
対
策

加
古
川
の
土
砂
浚

渫
計
画
の
実
施
を

県
に
強
く
要
望
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
か
。

県
の
方
で
は
計
画

的
に
工
事
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
牧

山
川
合
流
地
点
な
ど
の

工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

加
古
川
に
生
え
て

い
る
立
木
・
竹
な

ど
の
伐
採
を
県
に
要
望

し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

県
の
方
で
は
、
今

年
度
5
カ
所
、
約

20
㎞
の
工
事
を
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
内
小
中
学
校
で

は
30
人
以
上
の
学

級
が
、
小
学
校
で
21
ク

ラ
ス
、
中
学
校
で
34
ク

ラ
ス
あ
り
ま
す
。
教
室

内
で
の
３
密
を
避
け
る

の
が
困
難
で
す
。
分
割

授
業
な
ど
を
実
施
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
ど
う
で
す
か
。

常
に
換
気
を
行
い
、

児
童
生
徒
間
の
距

離
を
１
ｍ
以
上
と
る
こ

と
に
努
め
て
い
ま
す
。

分
割
授
業
は
可
能
な
学

校
で
は
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
ん
な
所
で

丹
波
市
国
土
強
靭
化

計
画
で
は
現
状
の
事

業
推
進
の
為
の
計
画
で
あ

り
、
市
の
現
状
に
合
っ
た

強
靭
化
計
画
に
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
全
体
の
強
靭
化
に

向
け
た
具
体
的
な
取

組
を
盛
り
込
み
、
そ
の
取

組
を
円
滑
か
つ
着
実
に
推

進
す
る
為
、
適
時
計
画
の

修
正
及
び
改
訂
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

市
民
に
は
平
等
に
市

の
恩
恵
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
が
、
市
民
の
生

活
道
路
で
も
あ
る
河
川
管

理
道
の
舗
装
を
行
う
の
に
、

ど
の
様
な
問
題
が
あ
る
の

か
。

法
定
外
公
共
物
整
備

事
業
補
助
金
制
度
に

準
じ
財
政
支
援
が
妥
当
か

お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
見
直
し
、
令

和
３
年
４
月
か
ら
自
己
負

担
を
一
乗
車
５
０
０
円
と

し
、
地
域
を
こ
え
る
加
算

や
使
用
回
数
制
限
を
設
け

る
が
、
再
考
が
必
要
で
は

な
い
か
。

利
用
者
負
担
に
つ
い

て
は
、
令
和
５
年
ま

で
は
３
０
０
円
と
し
、
そ

の
間
に
検
証
し
た
い
と
考

え
ま
す
。
通
院
以
外
で
地

域
を
こ
え
る
加
算
は
応
益

的
な
考
え
か
ら
で
あ
り
、

ま
た
、
回
数
制
限
も
妥
当

と
考
え
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
券
配
布
は
廃

止
あ
り
き
で
は
な
く
慎

重
に

お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト

事
業
見
直
し
に
伴
い
、

タ
ク
シ
ー
券
配
布
が
令
和

答 問

答

問

問

早
急
に
制
度
設
計
の
実
現

に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

公
共
事
業
で
は
、
す

で
に
設
計
等
に
多
額

の
事
業
費
を
投
入
し
な
が

ら
長
い
間
休
止
し
て
い
た

事
業
が
あ
る
が
、
歩
道
の

必
要
性
等
を
再
検
討
し
事

業
を
進
め
る
方
針
に
変
更

し
た
が
い
つ
か
ら
再
開
す

る
の
か
。

市
道
谷
川
農
免
線
で

の
歩
道
整
備
、
山
南

地
域
統
合
中
学
校
整
備
に

合
わ
せ
、
ま
ず
は
そ
の
区

間
の
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
少
人
数
学
級
実
現
を

現
状
に
合
っ
た
国
土
強
靭
化
計
画
を

 

お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
見
直
し
再
考
を

答

答

一
乗
車
５
０
０
円
を
３
０
０
円
に
見
直
し
、

検
証
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

感
染
予
防
に
努
め
、
可
能
な
学
校
で
は
分
割

授
業
な
ど
に
努
め
ま
す
。

答

答

奥
おくむら

村正
まさゆき

行議員

吉
よしづみ

積　毅
つよし

議員

コロナ禍の少人数授業

土日も運行になるお
でかけサポーﾄ

垣
かきうち

内　廣
ひろあき

明  議員

問

答 問

須
す は ら

原　弥
や よ い

生  議員

西
にしわき

脇　秀
ひでたか

隆  議員

問答

■一般質問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
地
方
回
帰
の
流

れ
が
進
む
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
空
き
家
の
情
報
収

集
等
、
移
住
に
か
か
る
全

市
的
な
取
組
み
を
。

移
住
希
望
者
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
物
件

が
非
常
に
少
な
く
、
良
質

な
物
件
の
掘
り
起
こ
し
が

必
要
で
す
。
今
後
、
更
に

自
治
会
を
は
じ
め
地
域
の

方
々
と
の
情
報
共
有
を
図

り
、
連
携
を
強
化
す
る
な

ど
、
移
住
者
の
受
け
入
れ

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
へ
の
支
援
を

認
定
こ
ど
も
園
に
お

け
る
業
務
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
保
育
シ
ス
テ
ム
導

入
へ
の
支
援
を
。

一
園
を
除
き
既
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
が
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
状
、
活
用

の
範
囲
は
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
新
た
な
補
助
金

等
を
活
用
し
、
ネ
ッ
ト
環

境
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
整
備

さ
れ
る
こ
と
で
、
保
育
シ

ス
テ
ム
の
よ
り
有
効
な
活

用
の
促
進
が
図
れ
、
事
務

の
負
担
軽
減
に
繋
が
れ
ば

と
考
え
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
充
実
を

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
、
取
組
み
は

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
や
感
染
症
対
策
基

金
を
活
用
し
体
系
的
に
取
組
み
ま
す
。

答

公
園
、
図
書
館
、
小
中
学
校
な
ど
基
本
と
な

る
計
画
を
含
め
て
取
り
組
み
ま
す
。

答

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

問

子
育
て
支
援
策
と
し

て
の
公
園
整
備
計
画

は
進
ん
で
い
る
か
。

予
算
決
算
常
任
委
員

会
で
ご
指
摘
い
た
だ

い
て
以
降
、
８
月
に
は
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
多
く
の

ご
意
見
を
頂
戴
し
、
所
管

委
員
会
で
お
示
し
す
る
方

向
で
進
め
て
い
ま
す
。

図
書
館
統
合
の
思
い

を
報
道
で
表
明
さ
れ

て
い
た
が
、
子
育
て
環
境

と
し
て
は
後
退
す
る
。

公
共
施
設
縮
減
の
必

要
性
を
訴
え
る
思
い

で
表
明
し
ま
し
た
が
、
子

育
て
に
果
た
す
役
割
は
確

か
に
重
要
で
、
慎
重
に
見

極
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。

小
規
模
校
が
大
半
と

い
う
現
状
に
即
し
て

小規模ながらも地域の魅力と共
にある学校

答 問

藤
ふじわら

原　　悟
さとる

 議員

答問

小
こ ば し

橋　昭
あきひこ

彦  議員

学
校
適
正
規
模
・
適
正
配

置
計
画
を
見
直
し
、
そ
れ

を
前
提
に
魅
力
あ
る
教
育

環
境
を
整
え
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

小
学
校
は
全
学
年
で

２
学
級
を
確
保
と
い

う
現
在
の
計
画
は
現
状
に

即
し
て
い
ま
せ
ん
。「
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
教

育
機
能
は
地
域
に
残
す
と

し
て
お
り
、
住
み
慣
れ
た

地
域
に
学
校
を
残
す
方
向

で
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

答

市
内
中
学
校
の
机
、
椅
子
を
地
元
材
で

学
習
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
軽
量
で
移

動
容
易
な
物
の
需
要
が
高
い
で
す
。

答問

生
徒
に
木
の
ぬ
く
も

り
を
伝
え
、
関
連
産

業
活
性
化
の
為
、
地
元
産

材
の
机
、
椅
子
を
導
入
し

て
は
。市

島
中
学
校
に
つ
い

て
は
、
導
入
か
ら
12

年
を
経
過
し
た
平
成
25
年

に
、
学
校
と
も
十
分
協
議

を
行
っ
た
結
果
、
ス
チ
ー

ル
製
の
机
・
椅
子
の
導
入

を
行
い
ま
し
た
。
尚
、
木

の
温
も
り
が
教
育
的
効
果

に
好
影
響
が
期
待
さ
れ
ま

す
の
で
、
既
存
校
舎
の
改

修
や
、
山
南
統
合
中
学
校地元材での机、椅子

答

に
は
内
装
材
に
、
地
元
産

材
等
を
使
用
す
る
計
画
で

す
。

市
内
主
要
幹
線
道
路
の

除
草
作
業
に
つ
い
て

夏
場
の
作
業
は
大
変

で
す
。
効
率
を
上
げ

る
為
、
さ
し
さ
わ
り
の
無

い
所
は
、
集
草
せ
ず
。
又
、

除
草
剤
の
使
用
も
考
え
て

は
ど
う
か
。

現
地
の
状
況
に
も
よ

り
ま
す
が
、
水
路
に

詰
ま
っ
た
り
、
ス
リ
ッ
プ

事
故
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

除
草
剤
を
使
う
と
、
法
面

崩
壊
や
浸
食
が
懸
念
さ
れ

ま
す
の
で
、
基
本
的
に
は

従
来
か
ら
の
方
法
で
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご

理
解
下
さ
い
。

答 問

近
こんどう

藤憲
の り お

生議員渡
わたなべ

辺　秀
ひでゆき

幸 議員

保育システムの活用で、
事務負担軽減を

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

山
名
隆
衛

奥
村
正
行

渡
辺
秀
幸

小
橋
昭
彦

藤
原
　
悟

須
原
弥
生

西
脇
秀
隆

垣
内
廣
明

太
田
喜
一
郎

近
藤
憲
生

太
田
一
誠

谷
水
雄
一

大
西
ひ
ろ
美

吉
積
　
毅

西
本
嘉
宏

広
田
ま
ゆ
み

大
嶋
恵
子

小
川
庄
策

問

答

問 問

答

答

問答

荒れた河床
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本
庁
舎
の
「
市
民
に

優
し
い
整
備
」
が
必

要
で
は
な
い
か
。
ま
た
デ

ジ
タ
ル
化
（
テ
レ
ビ
会
議

な
ど
）
の
推
進
で
分
庁
舎

方
式
の
試
算
ロ
ス
も
再
度

考
え
直
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

喫
緊
の
安
全
対
策
と

し
て
各
階
段
の
す
べ

り
止
め
塗
装
を
検
討
い
た

し
ま
す
。
分
庁
舎
ロ
ス
の

試
算
も
3
年
ほ
ど
前
の
試

算
と
な
り
状
況
も
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
う

■一般質問

え
て
お
り
ま
す
。
交
差
点

へ
の
信
号
機
設
置
は
、
兵

庫
県
公
安
委
員
会
に
要
望

し
、
道
路
事
業
で
は
横
断

歩
道
の
両
端
部
分
へ
の
車

両
防
護
柵
の
設
置
に
よ
り
、

安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
へ
の
敬
意
と
感
謝

を
表
し
、
コ
ロ
ナ
差
別

を
起
こ
さ
な
い
ま
ち
に
。

丹
波
地
域
で
も
噂
話

は
絶
え
ず
、
私
に
も

医
療
従
事
者
の
方
か
ら
自

分
や
家
族
へ
の
不
安
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
シ
ト

ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

等
、
推
進
す
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

8
月
に
作
成
し
た
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

よ
り
、
自
治
会
、
学
校
等

に
啓
発
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
道
中
央
２
９
３
号

線
道
路
改
修
工
事
に

伴
う
安
全
対
策
は
で
き
て

い
ま
す
か
。
園
児
・
児
童
・

生
徒
が
安
全
に
安
心
し
て

活
用
で
き
る
道
路
で
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
何
か

が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
遅

い
の
で
す
。
し
っ
か
り
し

た
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
市
と
し
て
は
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

利
用
者
が
安
心
し
て

安
全
に
通
行
で
き
る

対
策
は
必
要
で
あ
る
と
考

企
業
誘
致
は
働
く
場

所
確
保
に
有
効
な
手

段
の
一
つ
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
体
制
か
。

情
報
収
集
に
努
め
、

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

誘
致
先
の
土
地
の
確
保
等

条
件
整
備
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

入
所
保
留
が
自
主
退

職
や
解
雇
を
生
む
経

済
損
失
の
実
態
は
。

市
に
と
っ
て
、
大
き

な
課
題
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
預
け
ら
れ
る
園

を
整
備
し
、
女
性
が
十
分

に
労
働
能
力
を
発
揮
で
き

る
環
境
づ
く
り
は
重
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

保
育
士
資
格
を
有
す

る
市
職
員
の
臨
時
的

有
効
活
用
と
継
続
的
募
集

の
併
用
は
。

職
員
を
派
遣
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

入
所
保
留
状
態
解
消

も
、
人
口
減
少
対
策

の
一
つ
と
し
て
、
直
ぐ
に

手
を
打
つ
べ
き
で
は
。

子
育
て
支
援
施
策
は

こ
れ
ま
で
他
市
に
負

け
ず
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
目
玉
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
は
、
新
た

に
子
育
支
援
公
園
の
創
設

や
病
児
保
育
施
策
の
充
実

に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

答 問問

問

た
め
資
料
整
理
を
し
て
い

き
ま
す
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

充
実
は
丹
波
市
魅
力
発
信

県
と
連
携
し
た
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

さ
ら
な
る
推
進
を
進
め
る

べ
き
だ
、
現
在
の
状
況
は
。

「
兵
庫
丹
波
チ
ャ
レ
ン

ジ
２
０
０
」
の
コ
ー

ス
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
補

完
す
る
「
地
域
ル
ー
ト
」

の
協
議
を
始
め
て
い
ま
す
。

周
辺
の
観
光
資
源
が
楽
し

め
、
周
遊
性
を
高
め
た
設

定
を
考
え
て
い
ま
す
。
関

係
団
体
と
連
携
し
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展
開
し

ま
す
。
実
現
可
能
性
・
継

続
性
が
高
い
提
案
に
は
支

援
も
必
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

 

市
の
道
路
事
業
と
し
て
は
、
車
両
用
防
護
柵

を
設
置
し
ま
す
。

市
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
。
し
っ
か
り
預
け
ら

れ
、
働
け
る
環
境
整
備
は
重
要
。

地
域
共
生
の
新
た
な
る

可
能
性人

口
減
少
・
多
様

化
社
会
に
お
け
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
施
策

は
。

施
策
、
機
関
・
主
体

が
相
互
に
連
携
し
総

合
的
に
取
り
組
む
施
策
と

理
解
し
て
い
ま
す
。

介
護
・
障
が
い
・
子

ど
も
・
生
活
困
窮
等

の
窓
口
機
能
は
。

自
立
支
援
課
福
祉
総

合
相
談
係
を
新
設

し
、「
福
祉
ま
る
ご
と
相

談
」
の
包
括
的
支
援
体
制

を
整
備
し
ま
す
。

丹
波
地
域
の
農
業
農

村
整
備
事
業
施
策

は
。

水
分
れ
公
園
の
た
め

池
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
年
６
月
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
「
防
災
重
点

農
業
用
た
め
池
に
係
る
防

災
工
事
等
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
の
適
用

も
視
野
に
入
れ
、
県
と
共

に
地
元
の
ご
意
向
等
を
つ

な
ぎ
な
が
ら
進
め
ま
す
。

国
道
１
７
５
号
と
国

道
４
２
９
号
の
状
況

は
。

国
道
１
７
５
号
は
、

地
元
組
織
が
丹
波
市

全
市
体
制
に
な
り
、
国
道

４
２
９
号
榎
峠
バ
イ
パ
ス

は
令
和
２
年
度
着
手
決
定

し
、
総
額
43
億
円
、
令
和

８
年
度
完
成
予
定
で
す
。

今
後
は
、
朝
来
市
と
の
連

携
を
検
討
し
ま
す
。

市
道
２
９
３
号
線
の
安
全
対
策
は
十
分
か

入
所
保
留
状
態
が
生
む
経
済
損
失
は

本
庁
舎
恒
久
的
利
用
の
為
の
整
備
か

丹
波
三
宝
に
次
ぐ
特
産
物
の
考
え
方
は

コ
ロ
ナ
後
の
地
域
共
生
社
会
は

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
強
化
を
小
学
校

区
で
重
層
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

答

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
特

産
物
の
生
産
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

答

今
後
も
本
庁
舎
保
全
計
画
に
基
づ
き
市
民
の

安
全
と
利
便
性
を
保
つ
よ
う
整
備
し
て
い
き

ま
す
。

答

答

答

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

答

答

問

現
在
、
市
内
で
生
産

者
組
織
が
既
存
し
栽

培
さ
れ
て
い
る
特
産
物
の

更
な
る
振
興
施
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

生
産
量
拡
大
に
お
い

て
は
、
特
産
物
生
産

組
合
等
支
援
事
業
に
よ
り
、

指
定
作
物
へ
の
機
械
購
入

費
の
支
援
に
よ
り
、
秋
季

の
特
産
物
に
加
え
、
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
・
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
・
若
松
な
ど
の
生
産

拡
大
へ
の
支
援
を
、
ま
た

鳥獣害対策のためネットを
張ったスイートコーンの圃場

答 問答 問

問

太
お お た

田　一
いっせい

誠 議員

答

問

近
こんどう

藤　憲
の り お

生  議員

契約金額約 1,500 万円の駐
車場屋根設置工事

問

産
地
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
特
産

振
興
作
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
事
業
に
よ
り
効
果
的
な

情
報
発
信
等
を
行
う
経
費

に
対
す
る
支
援
を
継
続
し

て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

二
毛
作
に
よ
る
特
産

物
の
振
興
施
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

二
毛
作
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
農
家
所
得

の
向
上
並
び
に
農
家
の
リ

ス
ク
分
散
な
ど
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
丹
波
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
並
び
に
Ｊ

Ａ
丹
波
ひ
か
み
と
連
携
し

つ
つ
、
収
益
性
が
高
く
丹

波
市
の
風
土
に
あ
っ
た
特

産
物
の
振
興
施
策
を
研
究

し
て
ま
い
り
ま
す
。

答答 問

答

■一般質問

庁
舎
統
合
整
備
は
ど
う
進
め
る
の
か

専
門
の
検
討
組
織
を
設
置
。
庁
舎
の
機
能
や

整
備
内
容
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
く
。

答問

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
行
政
ゾ
ー

ン
を
柏
原
の
中
心
市
街
地

か
ら
丹
波
警
察
署
ま
で
の

周
辺
と
定
め
て
い
る
。
市

民
か
ら
庁
舎
は
そ
こ
に
決

ま
っ
て
い
る
の
か
と
の
声

を
聞
く
が
ど
う
か
。

行
政
ゾ
ー
ン
内
に
決

ま
っ
た
も
の
で
あ
り

ま
せ
ん
。
将
来
を
見
据
え

た
統
合
庁
舎
の
機
能
や
こ

れ
か
ら
の
庁
舎
が
担
う
べ

き
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

現在の丹波市役所本庁舎

答

し
て
の
役
割
な
ど
を
市
民

の
皆
様
と
共
有
し
、
そ
れ

ら
の
機
能
や
役
割
が
十
分

に
発
揮
さ
れ
る
場
所
を
絞

り
込
み
ま
す
。

慢
性
的
な
人
員
不
足
は

近
年
度
重
な
る
災
害

対
応
に
加
え
住
民
福

祉
の
向
上
を
目
指
し
た
施

策
も
増
え
仕
事
量
が
増
大

し
慢
性
的
な
人
員
不
足
が

生
じ
て
い
る
。「
業
務
の
量
」

「
業
務
の
質
」
の
両
面
か
ら

課
題
を
整
理
し
人
員
配
置

の
適
正
化
及
び
人
材
の
有

効
活
用
を
図
っ
て
は
ど
う

か
。

各
部
局
も
人
手
不
足

は
感
じ
て
い
ま
す
。

課
題
を
整
理
す
る
た
め
外

部
委
託
も
含
め
行
革
の
視

点
で
検
討
し
ま
す
。

答

近
こんどう

藤憲
の り お

生議員

安全が心配される市道中央 293 号
線と特 19 号線の交差点

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

太
お お た き い ち ろ う

田喜一郎 議員谷
たにみず

水　雄
ゆういち

一  議員

大
おおにし

西ひろ美
み

 議員

問

吉
よしづみ

積　　毅
つよし

 議員

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

山
名
隆
衛

奥
村
正
行

渡
辺
秀
幸

小
橋
昭
彦

藤
原
　
悟

須
原
弥
生

西
脇
秀
隆

垣
内
廣
明

太
田
喜
一
郎

近
藤
憲
生

太
田
一
誠

谷
水
雄
一

大
西
ひ
ろ
美

吉
積
　
毅

西
本
嘉
宏

広
田
ま
ゆ
み

大
嶋
恵
子

小
川
庄
策

問

答

問答

問

答

シトラスリボンプロジェクト：シトラス色のリボンや専用のロゴを身に着けて「ただいま」「おかえり」の気持ちを表す活動

問

答

答

入所保留のないまちに

カイ

　　　セツ　　
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＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

■一般質問

外
出
弱
者
サ
ー
ビ
ス
見
直
し
は
必
要
か

様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
見
直
し
で

す
。
ご
理
解
頂
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

答問
「
お
で
か
け
サ
ポ
ー

ト
」「
高
齢
者
外
出
支

援
事
業
」
の
今
回
の
見
直

し
は
市
民
の
理
解
は
得
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト

は
、
利
用
者
の
偏
り

が
あ
る
事
や
運
転
員
の
確

保
、
安
定
安
全
運
行
、
土

日
祝
日
に
運
行
が
な
い
と

い
っ
た
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
見
直
し
で
す
。
1

乗
車
は
３
０
０
円
に
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
外
出
支
援
事
業
の

見
直
し
は
、
公
共
交
通
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
改
革
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。「

か
い
ば
ら
一
番
館
」

の
今
後
は
。

協
議
会
で
の
提
案
を

尊
重
し
た
形
で
、
地

か
い
ば
ら
一
番
館

答

広
ひ ろ た

田まゆみ  議員

域
に
と
っ
て
も
市
に
と
っ

て
も
、
最
も
良
い
施
設
に

な
る
よ
う
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

妊
婦
の
丹
波
医
療
セ

ン
タ
ー
の
選
定
療
養

費
助
成
を
早
急
に
。

妊
婦
健
康
診
査
費
の

助
成
は
、
母
子
手
帳

発
行
後
か
ら
で
す
。
妊
娠

が
確
定
す
る
ま
で
の
自
己

負
担
分
の
助
成
を
望
ま
れ

る
声
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
令
和
3
年
度
の
開

始
を
目
指
し
検
討
し
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
・
タ
ク
シ
ー
の
改
善
を
図
れ

木
曜
日
運
行
の
実
施
と
乗
り
継
ぎ
の
待
合
環

境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

答問

デ
マ
ン
ド
・
タ
ク
シ
ー

等
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
の
あ
り
方
検
証
（
案
）

に
よ
る
と
、
木
曜
日
運
行

と
丹
波
医
療
セ
ン
タ
ー
等

中
心
部
へ
の
「
直
行
便
」

の
要
望
が
強
い
と
指
摘
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
課
題

を
早
急
に
改
善
す
べ
き
で

あ
る
。木

曜
日
の
運
行
に
つ

い
て
、
検
証
結
果
も

踏
ま
え
、
来
年
度
以
降
の

実
施
に
向
け
検
討
し
ま
す
。

中
心
部
へ
の
直
行
便
は
、

理
解
は
す
る
も
の
の
慎
重

な
対
応
が
必
要
で
す
。改善が待たれるデマンド・タク

シー

答

乗
り
継
ぎ
ポ
イ
ン
ト

の
設
置
・
改
善
に
つ

い
て
ど
う
す
る
の
か
。

雨
風
を
し
の
ぐ
こ
と

が
可
能
な
乗
り
継
ぎ

ポ
イ
ン
ト
の
設
置
等
、
待
合

環
境
改
善
を
検
討
し
ま
す
。

市
営
住
宅
の
建
替
え
と

高
い
家
賃
の
引
下
げ
を

次
期
計
画
で
園
部
団

地
を
候
補
地
と
す
る

「
建
替
え
」
計
画
に
言
及
し

て
い
る
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

次
期
計
画
で
、
集
約

建
替
え
の
必
要
性
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

50
％
を
超
え
る
空
き

室
率
の
「
特
公
賃
」

住
宅
の
家
賃
引
下
げ
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

来
年
度
に
向
け
て
改

訂
す
る
予
定
で
す
。

答 問

西
にしもと

本　嘉
よしひろ

宏  議員

問答

問
農民の権利の法制化と種苗法の改正に関する請願
　　請 願 者：種からはじまる農と食を考える丹波ネットワーク代表 婦木克則　ほか９人

　  紹介議員：小橋昭彦議員、西本嘉宏議員

議会から国に意見書を提出

提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、農林水産大臣

        採　択
請　願

賛成
多数

［意見書の要旨］

種苗法は、植物の新品種を開発・登録した人の「育成者権」を守る国

内法です。一方、種を自家採取し工夫することで農業の発展に資する

「農民の権利」を守る国内法はまだ整備されていません。国においては、

農民の権利を謳う法整備を進め、食の安全・安心を願う国民全体が納

得できるバランスの良い法体系を築けるよう慎重に議論を尽くして頂

きたい。

答

意見書

委員会審査の様子

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

山
名
隆
衛

奥
村
正
行

渡
辺
秀
幸

小
橋
昭
彦

藤
原
　
悟

須
原
弥
生

西
脇
秀
隆

垣
内
廣
明

太
田
喜
一
郎

近
藤
憲
生

太
田
一
誠

谷
水
雄
一

大
西
ひ
ろ
美

吉
積
　
毅

西
本
嘉
宏

広
田
ま
ゆ
み

大
嶋
恵
子

小
川
庄
策

山
南
中
央
公
園
移
転
整
備
内
容
は

市
全
体
の
施
設
配
置
計
画
と
住
民
の
意
見
を

反
映
し
て
具
体
化
し
て
い
き
た
い
。

答問

地
域
住
民
、
現
山

南
中
央
公
園
の
利

用
者
の
意
見
を
聞
く
に

は
、
検
討
委
員
会
等
組

織
が
必
要
で
は
な
い
か
。

現
時
点
で
、
検
討

委
員
会
等
の
設
置

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

市
民
の
声
は
大
切
で
あ

り
、
ご
意
見
を
伺
う
機

会
を
設
け
な
が
ら
、
ま

た
、
地
元
で
も
独
自
に

検
討
い
た
だ
く
こ
と
も

考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ

う
し
た
ご
意
見
も
伺
い

な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

今
の
段
階
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

令
和
3
年
度
に
機

能
移
転
の
基
本
計

画
を
策
定
し
、
令
和
6

年
度
の
開
園
を
目
指
し

山南中央公園

答

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

統
合
後
の
和
田
中

学
校
跡
地
と
隣
接

の
薬
草
薬
樹
公
園
と
の

一
体
的
活
用
は
。
相
乗

効
果
が
見
込
め
る
計
画

は
あ
る
の
か
。

具
体
的
な
計
画
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、

立
地
を
活
か
し
本
市
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
施

設
と
な
る
よ
う
指
定
管

理
者
等
の
意
見
も
伺
い

な
が
ら
基
本
計
画
の
策

定
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

答 問

大
おおしま

嶋　恵
け い こ

子  議員

丹
波
市
内
の
公
共
交

通
充
実
に
向
け
、
１

乗
車
３
０
０
円
を
検
討
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

丹
波
医
療
セ
ン
タ
ー

開
院
時
に
路
線
バ

ス
の
路
線
及
び
便
数
の
拡

充
に
あ
わ
せ
て
、
定
額
運

賃
や
段
階
的
な
上
限
運
賃

に
つ
い
て
社
会
実
験
が
で

き
な
い
か
、
路
線
バ
ス
事

業
者
と
も
協
議
を
行
い
ま

し
た
が
、
期
間
を
限
定
し

た
廉
価
な
運
賃
に
よ
る
社

会
実
験
は
認
可
の
ハ
ー
ド

ル
が
非
常
に
高
く
、
あ
き

ら
め
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
広
い
市
域
に

お
け
る
長
距
離
の
バ
ス
路

線
に
お
い
て
は
馴
染
み
に

く
く
、
地
域
内
の
運
行
で

あ
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

が
３
０
０
円
で
運
行
し
て

い
る
中
で
、
地
域
を
越
え

る
基
幹
交
通
で
あ
る
路
線

バ
ス
に
1
乗
車
３
０
０
円

で
乗
車
で
き
る
と
な
る
と
、

公
共
交
通
全
体
の
連
携
し

た
利
用
体
系
を
崩
す
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
と
考
え

ま
す
。柏

原
駅
の
利
用
増
に

向
け
柏
原
駅
周
辺
の

駐
車
場
不
足
へ
の
対
応
は
。

早
急
に
解
決
で
き
る

課
題
で
は
な
い
た
め
、

関
係
部
局
に
お
い
て
解
決

策
の
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

答 問

 

公
共
交
通
全
体
の
連
携
し
た
利
用
体
系
を
崩
す

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

路
線
バ
ス
を
定
額
運
賃
へ
の
検
討
は
！

答

■一般質問

小
お が わ

川　庄
しょうさく

策  議員

問答

問答

問答

問答

丹波市内の地域を越
える基幹交通である
路線バス風景

新議長に前川豊市議員が就任いたしました！！

林時彦前議長の辞任に伴い、９月定例会の

最終日に新たな議長を決める議長選挙が行

われました。

選挙の結果、丹波市議会第９代議長に前川

豊市議員が就任いたしました。
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ギ
ロ
ン
の
論
点

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

ギ
ロ
ン
の
論
点

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

９
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点

議
案
審
議
結
果

調
査
報
告

調
査
報
告

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

一
般
質
問

請
願
審
査

お
知
ら
せ

議
会
ワ
ー
ド

市議会に関するつぶやきを川柳に…

市議会
つぶやき
川柳

議
員
さ
ん
達
が
市
民
の
生
活
の
安
全
と
幸
を
想
っ
て
活
躍

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
原
み
さ
子
（
春
日
地
域
80
代
）

読モ

アイデア☆

議ぎ
ち
ょ
う
せ
き

長
席　

教
え
子
の
名
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誇ほ
こ

ら
し
く

今　月　の　一　句

教えて！

議会ワード
 №６ 

「
事
務
検
査
（
地
方
自
治
法
第
98
条
１
）」
っ
て
何
を
す
る
の
？

　

事
務
検
査
は
、
❶
書
類
及
び
計
算
書
の
検
閲
、
❷
市
執
行
機
関
に
対
す
る
報

告
の
請
求
の
２
つ
の
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
検
査
権
は
、
議
員
個
々
に

与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
議
会
に
与
え
ら
れ
た
権
限
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

議
会
が
そ
の
範
囲
と
方
法
を
議
決
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
過
去
に
も
検
査

権
を
使
っ
た
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
今
回
は
よ
り
詳
し
く
調
査
を
す
る

た
め
に
事
務
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

日 月 火 水 木 金 土

6 7

本会議

議会構成

9：30～

8 9 10 11 12

13 14

本会議

市長所信

表明

議案提案

9：30～

15 16 17 18

本会議

議案質疑

委員会付託

9：30～

19

20 21

総務文教

9：30～

22

民生産建

9：30～

23

予算決算

9：30～

24 25

本会議

委員長報

告・採決

9：30～

26

27 28 29 30 31 1/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12

本会議

一般質問

9：00～

13

本会議

一般質問

9：00～

14

本会議

一般質問

9：00～

15 16

12月定例会の日程

＊上記の日程は変更になる場合があります。最新の

情報はホームページなどでご確認ください。

　丹波市議会では、「開かれた議会」を推進す

るために、令和 2 年 3 月第 107 回定例会よ

りホームページで議案書等を公開しています。

　ご自宅でインターネット中継をご覧になら

れる場合など、ぜひご活用ください。 

議案書、審議資料

議案書、審議資料
をホームページで公開して

います！

市
議
会
の　

質し

つ
も
ん
し

み
ん

問
市
民
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賢
か
し
こ

く
し

ミニ

※「マチイロ」の利用料
は無料です（通信費は利
用者の負担となります）。
※全国 800 を超える自
治体で導入されているス
マートフォン用無料アプ
リです。市の広報紙も配
信されており、広報たん
ばやたんばりんぐが発行
されると、自動的にお知
らせが届きます。また、
ほかの自治体の広報紙を
見ることもできます。

（注）アプリの運営会社が掲
載する広告について表示され
る場合がありますが、内容に
関しては一切責任を負いませ
ん。

マチを好きになるアプリ

いつでもどこでもスマホで

「たんばりんぐ」が読める

すきなとき

にいつでも

読める☆
最新号が

自動で届
く。

　高校生のアイデアでスタートした「知っ

てる !? ギカイクイズ」今回で４回目です。

議員や市議会のことを知る良い機会ですの

で、ぜひ皆さんで考えてみてください♪

ギカイクイズ
知っ
てる

!?

※答えはこのページの一番下

１
０
０
条
調
査
と
何
が
違
う
の
？

　

１
０
０
条
調
査
は
、
98
条
１
と
同
じ
く
市
の
事
務
に
つ
い
て
調
査
で
き
る
権

限
で
す
が
、
単
に
質
問
や
資
料
の
提
出
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
関
係
人
の
出

頭
や
証
言
や
記
録
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
虚
偽
の
陳
述
や
証
言

拒
否
、
不
出
頭
等
に
対
し
て
議
会
か
ら
の
告
発
も
あ
り
得
る
議
会
の
職
責
を
果

た
す
た
め
に
与
え
ら
れ
る
非
常
に
強
い
権
限
で
す
。
98
条
1
と
同
様
に
議
決
が

必
要
で
す
。

※「知ってる！？ギカイクイズ」の答えは①です。

「
コ
コ
が
聞
き
た
い
」
を
読
む
と
、
市
の
諸
々
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻
野
雄
一
郎
（
氷
上
地
域
70
代
）

７月発行たんばりんぐ 62 号の訂正とお詫び　
　　
　７ページ上段「議員報酬等の削減を実施します！！」

　　　　　　　正：発議第２号　　　　誤：議第２号

　９ページ上段「市が和解に向け、訴えの提起を撤回」

　　　　　　　正：賢明な判断　　　　誤：懸命な判断

　裏表紙「丹波市のココに期待しています！」

　一部コメントが人物と重なる箇所がありました。

　訂正してお詫びいたします。

（12月～１月）

子
に
託た
く

す　

ま
ち
を
夢
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議ぎ

を
尽つ

く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
氷
上
地
域
男
性
）

↑応募はコチラ

あなたの作品で

　　　　　紙面を飾りませんか？　

「たんばりんぐ」では、みなさんから

の「市議会つぶやき川柳」を募集して

います。

「議会」をお題に五七五の17文字で

表現し、議会事務局までお送りくださ

い。紙面で紹介された方には、オリジ

ナルボールペンをプレゼント。ご応募

お待ちしています

［応募方法］郵便番号、住所、氏名、年齢、
「たんばりんぐ」の感想をご記入の上、郵
送またはファックス、メールで議会事務
局までお送りください（宛先は「たんば
りんぐ」裏面に掲載）。ペンネーム・匿名可。

議会改革度ランキングにおいて

TOP５０入り！！

丹波市議会では、H ２３年に丹波市議会基

本条例を制定し、「開かれた議会」をめざし、

議会改革を進めて参りました。今回早稲田

大学マニフェスト研究所が行う「議会改革

度調査２０１９総合ランキング」で、全国

1741 自治体議会の中、堂々の第46位に

ランキングしました。

これは、情報共有・住民参画・機能強化の

３分野でランキングされ、総合順位が決ま

ります。これまで自治体議会の視察も数多

く受け入れ、丹波市の地域経済にも貢献し

ています。これからも、住民に近い議会と

して改革を進めて参ります。

丹波市議会は、全国

でも注目の議会に成

長しつつあります☆

　【問　題】

　市
し ぎ か い

議会の代
だいひょうしゃ

表者を議
ぎちょう

長といいますが、　

　議
ぎちょう

長はどうやって選ぶの？

　①議
ぎ い ん

員が選
せんきょ

挙で選ぶ

　②市
しちょう

長が選ぶ

　③くじびきで選
えら

ぶ
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県外の強豪校との
交流試合に補助し
てほしい！！

議員さんと交流で
きる機会を増やし
て、将来の丹波市
を良くしていきた
い！！

県立氷上西高等学校野球部のみなさん

下校時の最終バス
の本数を増やして
ほしい！！

　

本
年
11
月
の
市
議
会
議
員
改

選
に
伴
い
、
現
在
の
広
報
広
聴

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
の
発
刊

が
最
終
号
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
２
年
間
に
多
く
の
個
人
や
団

体
の
方
に
取
材
協
力
を
頂
き
な

が
ら
１
回
の
臨
時
号
と
８
回
の

定
例
号
を
発
刊
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
い
か
が
で
し
た
か
？

今
後
と
も
多
く
の
方
々
に
手
に

と
っ
て
頂
け
る
議
会
広
報
紙
と

な
る
よ
う
、
更
に
進
化
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

［
発
行
責
任
者
］

議　

長　
　
　
　

前
川　

豊
市　
　
　

［
広
報
広
聴
委
員
会
］

委  

員  

長　
　
　

近
藤　

憲
生

副
委
員
長　
　
　

大
西
ひ
ろ
美

委　
　

員　
　
　

大
嶋　

恵
子

委　
　

員　
　
　

吉
積　
　

毅

委　
　

員　
　
　

広
田
ま
ゆ
み

委　
　

員　
　
　

谷
水　

雄
一

委　
　

員　
　
　

藤
原　
　

悟

発行：兵庫県丹波市議会　

編集：広報広聴委員会　

〒 669-3692兵庫県丹波市

氷上町成松字甲賀１番地

TEL　0795-82-1472　

FAX　0795-82-1523　

E-mail：gikai@city.tamba.lg.jp

あ 

と 

が 

き

※個人のコメントであり、団体を代表するものではありません。

※写真撮影のため屋外でマスクを外しています。

和太鼓に取組む波
ば さ ら

娑羅のみなさん

若者が楽しめる場
所や機会を増やし
てほしい！！
ライブとか

丹波竜ＰＲ活動に
補助金を！！

ココ
丹波市の

に期待しています！

自然を生かした
まちづくりを！！


